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（1）移
い ど う し え ん
動支援� 身 知 精 難

●内
な い よ う

容	 社
しゃかいせいかつじょうひつよう

会生活上必要な外
がいしゅつ

出および余
よ

暇
か

活
かつ

動
どう

等
とう

の社
しゃかいさんか

会参加のために円
えんかつ

滑に外
がい

出
しゅつ

できるよう介
かいごしゃ

護者が付
つ き そ

添い等
とう

の支
し え ん

援を行
おこな

います。（原
げんそく

則として1日
にち

の範
は ん い

囲
内
ない

で用
よ う む

務を終
お

えるもの）
●対

た い し ょ う

象	 身体障害者、知的障害者、精神障害者、難病患者等、障害児（原則とし
て、就学児以上）

	 ※�ただし、他の福祉サービスと併せての利用ができない場合があります
ので、詳しくはお問い合せください。

●費
ひ よ う

用	 原則として、処遇改善加算額を除くサービス費用の1割を負担していた
だきます。ただし、所得に応じて区分が分けられ、それぞれの負担の上
限額が決まっています。所得区分が生活保護、低所得の人の負担額は無
料となります。

●問
といあわ

合 せ	 	各総合支所　区民課　保健福祉係

（2）福
ふ く し
祉キャブの運

うんこう
行（昇

しょうこうそうち
降装置付

つ
きタクシー）� 身 知

●内
な い よ う

容	 福
ふ く し

祉キャブの利
りようとうろく

用登録をしている人
ひと

に対
たい

して、車
くるま

いすやストレッチャー
のまま乗

じょうこう

降できる、昇
しょうこうそうち

降装置付
つ

きタクシーを24時
じかんねんじゅうむきゅう

間年中無休で運
うんこう

行し
ています。利

り よ う

用の範
は ん い

囲は、発
はっちゃくち

着地のいずれかが東
とうきょう

京23区
く

、武
む さ し の し

蔵野市、
三
み た か し

鷹市となります。
●対

た い し ょ う

象	 ①�65歳以下で身体障害者手帳の交付を受けた、下肢、体幹機能障害ま
たは視覚障害１～3級、内部障害1級、呼吸器機能障害1・3級の人

	 ②65歳以下で愛の手帳1・2度の交付を受けた人
●受

う け つ け

付	 利用前日までの午前９時～午後５時
●費

ひ よ う

用	 タクシー料金と同額（利用は予約制です。）
	 ※介助者が必要な人は、同伴ください。また、介助者を依頼した場合、

介助者1人の利用料のうち半額を助成します。
●問

といあわ

合 せ	 各総合支所　区民課　保健福祉係

（3）緊
きんきゅういそう
急移送サービス� 身 知

●内
な い よ う

容	 夜
や か ん

間の緊
きんきゅうじとう

急時等、福
ふ く し

祉キャブの利
り よ う

用が困
こんなん

難な場
ば あ い

合に、民
みんかんきゅうきゅうじぎょうしゃ

間救急事業者の
車
しゃりょう

両（福
ふ く し

祉キャブと同
どうとう

等の昇
しょうこうそうち

降装置付
つ

きタクシー）が利
り よ う

用できます。
●対

た い し ょ う

象	 福祉キャブ利用登録者
●利

り よ う く い き

用区域	 制限なし
●費

ひ よ う

用	 ①利用料金　ハイヤー料金と同額（福祉キャブと異なります。）
	 ②助成額　　１回の利用につき7,000円を限度に利用料金の70％
	 ※車いす・寝台の利用料金全額を助成します。
●問

と い あ わ

合 せ	 各総合支所　区民課　保健福祉係

8　社
しゃかいさんか

会参加・レクリエーション
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（4）タクシー利
り よ う け ん
用券の給

きゅうふ
付� 身 知 精 医

●内
な い よ う

容	 生
せいかつけん

活圏の拡
かくだい

大および経
けいざいてきふたん

済的負担の軽
けいげん

減のために、タクシー利
りようけん

用券を給
きゅうふ

付
します。

	 年
ねん

間
かん

52,000円
えんぶんしきゅう

分支給します（ただし、7月
がつ

～9月
がつ

の新
しんきしんせい

規申請は39,000
円
えん

、10月
がつ

～12月
がつ

の 新
し ん き し ん せ い

規 申 請 は26,000円
えん

、1月
がつ

～3月
がつ

の 新
し ん き し ん せ い

規 申 請 は
13,000円

えん

）。
	 ※�130ページ参照のタクシー運賃の割引とあわせて利用することができ

ます。
	 ※自動車燃料費助成事業との併給はできません。
●対

た い し ょ う

象	 ①�身体障害者手帳をお持ちで、下肢、体幹機能障害または視覚障害1～
3級、内部障害1級、呼吸器機能障害1・3級の人

	 ②愛の手帳1・2度の人
	 ③精神障害者保健福祉手帳1級の人
	 ④在宅において日常的に、以下のいずれかの医療的ケアを受けている児童
	 ・人工呼吸器管理
	 ・気管内挿管・気管切開
	 ・鼻咽頭エアウェイ
	 ・酸素吸入
	 ・６回／日以上の頻回の吸引
	 ・ネブライザー６回／日以上または継続使用
	 ・中心静脈栄養（ＩＶＨ）
	 ・経管（経鼻・胃ろうを含む。）
	 ・腸ろう・腸管栄養
	 ・継続する透析（腹膜灌流を含む。）
	 ・定期導尿３回／日以上（人工膀胱を含む。）
	 ・人工肛門
●利

りようほうほう

用方法	 タクシー利用券を使用できるタクシーは、港区と協定を結んでいる事業
者のタクシーです。

	 利用の範囲は発着地のいずれかが東京23区、武蔵野市、三鷹市となり
ます。

●問
といあわ

合 せ	 各総合支所　区民課　保健福祉係

（5）自
じどうしゃねんりょうひじょせい
動車燃料費助成� 身 知 精 医

●内
な い よ う

容	 障
しょうがいしゃほんにん

害者本人または同
どういつせいけい

一生計の人
ひと

が、障
しょうがいしゃほんにん

害者本人のために自
じ か よ う し ゃ

家用車を使
し よ う

用
する場

ば

合
あい

の自
じどうしゃ

動車燃
ねんりょうひ

料費を助
じょせい

成します。
	 年

ねん

間
かん

52,000円
えん

ま で 助
じょせい

成 し ま す（ た だ し、7月
がつ

～9月
がつ

の 新
し ん き し ん せ い

規 申 請 は
39,000円

えん

、10月
がつ

～12月
がつ

の新
しんきしんせい

規申請は26,000円
えん

、1月
がつ

～3月
がつ

の新
しんきしんせい

規申請
は13,000円

えん

）。
	 ※タクシー利用券の給付との併給はできません。

●対
た い し ょ う

象　①�身体障害者手帳をお持ちで、下肢、体幹機能障害または視
　　　　　　覚障害1～3級、内部障害1級、呼吸器機能障害1・3級の人
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	 ②愛の手帳1・2度の人
	 ③精神障害者保健福祉手帳1級の人
	 ④在宅において日常的に、以下のいずれかの医療的ケアを受けている児童
	 ・人工呼吸器管理
	 ・気管内挿管・気管切開
	 ・鼻咽頭エアウェイ
	 ・酸素吸入
	 ・６回／日以上の頻回の吸引
	 ・ネブライザー６回／日以上又は継続使用
	 ・中心静脈栄養（ＩＶＨ）
	 ・経管（経鼻・胃ろうを含む）
	 ・腸ろう・腸管栄養
	 ・継続する透析（腹膜灌流を含む）
	 ・定期導尿３回／日以上（人工膀胱を含む）
	 ・人工肛門
	 対

たいしょうしゃりょう

象車両：障害者本人または同一生計の人が所有する四輪車もしくは障
害者本人が所有する二輪車　ただし、会社名義等の車両は除きます。

●申
しんせいほうほう

請方法	 申
しんせい

請に必
ひつよう

要なもの：①申請書　②車検証
●利

りようほうほう

用方法	 年1回領収書を添付して請求できます。
●問

といあわ

合 せ	 各総合支所　区民課　保健福祉係

（6）自
じどうしゃうんてんめんきょしゅとくひ
動車運転免許取得費の助

じょせい
成� 身 知

●内
な い よ う

容	 教
きょうしゅうじょにゅうしょりょう

習所入所料、技
ぎ の う

能・学
がっかきょうしゅうりょう

科教習料、受
じゅけんりょう

験料、教
きょうざいひ

材費および排
はいきりょうとう

気量等の
限
げんていかいじょ

定解除に直
ちょくせつ

接要
よう

する費
ひ よ う

用を助
じょせい

成します。
	 前年の所得税額に応じて、164,800円まで助成します。
	 ※自動車教習所入校前に申請が必要です。
●対

た い し ょ う

象	 区内に引き続き3か月以上居住している人で、次に該当する人
	 ①�身体障害者手帳3級以上の人、歩行困難で内部障害4級以上、下肢ま

たは体幹にかかる障害5級以上の人、愛の手帳4度以上の人
	 ②本人の前年分所得税額が40万円以下の人
	 ③運転免許適性試験合格者
●問

といあわ

合 せ	 各総合支所　区民課　保健福祉係

（7）自
じ ど う し ゃ か い ぞ う ひ
動車改造費の助

じょせい
成� 身

●内
な い よ う

容	 操
そうこうそうち

向装置および駆
く ど う そ う ち

動装置等
とう

の改
かいぞう

造に要
よう

する費
ひ よ う

用の一
い ち ぶ

部を助
じょせい

成します。
	 対

たいしょうしゃひとり

象者一人につき1台
だい

に限
かぎ

り、133,900円
えん

までを助
じょせい

成します。
	 ※改

かいぞうまえ

造前に申
しんせい

請が必
ひつよう

要です（改
かいぞうご

造後の申
しんせい

請は助
じょせい

成の対
たいしょう

象となりません。）。
●対

た い し ょ う

象	 区内在住で、次のいずれにも該当する人
	 ①�下肢または体幹機能障害等の身体障害者手帳をお持ちの
	 　人で、就労等に伴い自らが所有し運転する自動車を改造
	 　する必要がある人
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	 ②�本人または扶養義務者の前年所得が特別障害者手当の所得制限限度額以
下の人

●問
といあわ

合 せ	 各総合支所　区民課　保健福祉係

（8）車
くるま
いすの貸

か し だ
出し�

	 →144ページ参照

（９）補
ほ じ ょ け ん
助犬の給

きゅうふ
付� 身

●内
な い よ う

容	 視
しかくしょうがいしゃ

覚障害者、肢
し た い

体不
ふ じ ゆ う

自由者
しゃ

および聴
ちょうかくしょうがいしゃ

覚障害者の自
じ り つ

立と社
しゃかいさんか

会参加を促
そくしん

進
するため、補

ほじょけん

助犬を給
きゅうふ

付します（区
く

では申
しんせい

請の受
うけつけ

付をしています。）。
●対

た い し ょ う

象	 次の全ての要件に該当する人
	 ①都内におおむね1年以上居住する満18歳以上の在宅の身体障害者
	 ・盲導犬…視覚障害　1級
	 ・介助犬…肢体不自由　1級、2級
	 ・聴導犬…聴覚障害　2級　　　
	 ②世帯全体の所得税課税額の月平均額が77,000円未満であること。
	 ③居住する家屋の所有者・管理者の承諾を得られること。
	 ④所定の訓練を受け、補助犬の行動を適切に管理できること。
	 ⑤社会活動への参加に効果があると認められること。
	 　※申請方法等については、お問い合わせください。
●問

といあわ

合 せ	 各総合支所　区民課　保健福祉係

（10）デイケア（精
せいしんしょうがいしゃしゃかいふっきえんじょじぎょう
神障害者社会復帰援助事業）� 精

●内
な い よ う

容	 こころの病
びょうき

気がある人
ひと

が、社
しゃかい

会や家
か て い

庭でより自
じ り つ

立した生
せいかつ

活を送
おく

れるよう
に、レクリエーション・スポーツ・創

そうさくかつどう

作活動・各
かくしゅきょうしつ

種教室等
とう

への参
さ ん か

加を通
とお

して、社
しゃ

会
かい

復
ふ っ き

帰への支
し え ん

援を行
おこな

っています。
●時

じ か ん

間	 毎週金曜　午前9時30分～正午（変更する場合もあります。）
●対

た い し ょ う

象	 区内在住の精神科に通院しているおおむね65歳以下の人で、症状が比
較的安定し、主治医の参加承認を得られた人

●問
といあわ

合 せ	 みなと保健所　健康推進課　地域保健係
	 電話０３（６４００）００８４　FAX０３（３４５５）４５３９

（11）福
ふくししゃりょう
祉車両（車

くるま
いす同

どうじょうよう
乗用）購

こうにゅうひ
入費の助

じょせい
成� 身

●内
な い よ う

容	 福
ふくししゃりょう

祉車両（車
くるま

いす同
どうじょうよう

乗用）購
こうにゅうひよう

入費用の一
い ち ぶ

部を助
じょせい

成します。
	 １件

けん

につき300,000円
えん

までを助
じょせい

成します。
	 ※�中

ちゅうこふくししゃりょうこうにゅう

古福祉車両購入の場
ば あ い

合は、300,000円
えん

を上
じょうげん

限として購
こうにゅう

入に要
よう

した
総
そうひよう

費用の５分
ぶん

の１を助
じょせい

成します。
	 ※�ただし、この事

じぎょう

業による助
じょせい

成を過
か こ

去７年
ねんかん

間に受
う

けた人
ひと

や、営
えいぎょうようしゃりょう

業用車両
の場

ば あ い

合は助
じょせい

成の対
たいしょう

象となりません。
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	 ※福
ふくししゃりょうこうにゅううまえ

祉車両購入前に申
しんせい

請が必
ひつよう

要です。
●対

た い し ょ う

象	 次の①または②の条件を満たす人
	 ①�区内在住の身体障害者本人（18歳未満の児童の場合は、保護者およ

びその同居親族）
	 　・身体障害者手帳をお持ちの人で常時車いすを使用している人
	 　・前年の所得が所得制限基準内の人
	 ②�区内在住の身体障害者（児）の同居の親族
	 　・�購入する福祉車両に同乗する人が身体障害者手帳をお持ちの人で常

時車いす利用の人
	 　・前年の所得が所得制限基準内の人
	 ※心身障害者福祉手当と同じ所得制限があります。
	 ※福祉車両に同乗する人が、施設入所されている場合は対象になりません。
●問

といあわ

合 せ	 各総合支所　区民課　保健福祉係

（12）障
しょうがいしゃだんたい
害者団体の学

がくしゅうかつどう
習活動に対

たい
する助

じょせい
成� 身 知 精 難

●内
な い よ う

容	 区
く な い

内の障
しょうがいしゃだんたい

害者団体が行
おこな

う学
がくしゅうかつどう

習活動に対
たい

し、講
こうししゃれい

師謝礼等
とう

を助
じょせい

成します。
●対

た い し ょ う

象	 港区心身障害児・者団体連合会に加入する団体または区内で障害者とと
もに活動している団体

●申
しんせい

請方
ほうほう

法	 障害者団体から実施計画書・会則・会員名簿等を6月末までに提出して
もらい、審査後団体へ承認の連絡をします。

●問
といあわ

合 せ	 障害者福祉課　障害者福祉係
	 電話０３（３５７８）２６７０　FAX０３（３５７８）２６７８

（13）いちょう学
がっきゅう
級� 知

●内
な い よ う

容	 知
ちてきしょうがいしゃ

的障害者が、学
がくしゅう

習、スポーツ、レクリエーション等
とう

を通
つう

じて、
社
しゃかいさんか

会参加への適
てきおうりょく

応力を高
たか

めるとともに、仲
な か ま

間作
づく

りの場
ば

とすることにより、
豊
ゆた

かな人
にんげん

間形
けい

成
せい

向
こうじょう

上に寄
き よ

与するために実
じ っ し

施しています。
	 活

かつどう

動は土
ど よ う

曜または日
にちよう

曜に月
つき

１回
かい

程
て い ど

度行
おこな

います。活
かつどうないよう

動内容は、講
こ う し

師の指
し ど う

導
によるスポーツ・工

こうさく

作・調
ちょうりじっしゅう

理実習やバスハイク等
とう

を実
じ っ し

施しています。
●対

た い し ょ う

象	 15歳以上の区内在住・在勤・在学者で会場まで1人で通うことができる
知的障害者

●問
といあわ

合 せ	 	①障害者福祉課　障害者福祉係
	 　電話０３（３５７８）２６７０　　FAX０３（３５７８）２６７８
	 ②公益財団法人東京YMCA　多文化共生スペース▽（さんかく）
	 　電話０３（３４２０）５３６１　　FAX０３（３４２０）５３６３

（14）重
じゅうどしょうがいじ
度障害児日

にっちゅういちじしえんじぎょう
中一時支援事業� 身 知

●内
な い よ う

容	 地
ち い き

域の児
じどうかんとう

童館等の施
し せ つ り よ う

設利用が難
むずか

しい重
じゅうどしょうがいじ

度障害児が長
ちょうききゅうぎょうちゅう

期休業中
に安

あんぜん

全に安
あんしん

心して過
す

ごせる場
ば し ょ

所を提
ていきょう

供し、専
せんもん

門スタッフがレ
クリエーション等

とう

の集
しゅう

団
だん

活
かつどう

動の支
し え ん

援を行
おこな

います。
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●対
た い し ょ う

象	 特別支援学校等に通学する小学部１年生から高等部３年生までの重度障
害児（医療的ケア児を除きます。）

●費
ひ よ う

用	 課税世帯は１日当たり480円。非課税世帯、生活保護世帯は無料
●問

といあわ

合 せ	 	障害者福祉課　障害者支援係
	 電話０３（３５７８）２８２５　FAX０３（３５７８）２６７８

（15）障
しょうがいしゃ
害者（児

じ
）日

にっちゅういちじいばしょていきょうじぎょう
中一時居場所提供事業� 身 知 精

●内
な い よ う

容	 障
しょうがいしゃ

害者（児
じ

）を対
たいしょう

象に、主
おも

に日
にっちゅうかつどうご

中活動後や学
が っ こ う げ こ う ご

校下校後から、家
か ぞ く

族が職
しょくば

場
から帰

き た く

宅する時
じ か ん

間において、障
しょうがいしゃ

害者（児
じ

）の日
にっちゅう

中における活
かつどう

動の場
ば

を
施
しせつとう

設等に確
か く ほ

保し、見
み ま も

守りや余
よ か か つ ど う

暇活動などの支
し え ん

援を行
おこな

います。
●対

た い し ょ う

象	 区内在住で、次の①、②のいずれかに該当する人
	 ①�身体障害者手帳、愛の手帳、精神障害者保健福祉手帳のいずれかを交

付されている人
	 ②�手帳は交付されていないが、障害福祉サービス等の受給者証を交付さ

れている人
●費

ひ よ う

用	 原則、サービス費用の１割を負担していただきます。非課税世帯、生活
保護世帯は無料です。

●問
といあわ

合 せ	 障害者福祉課　障害者支援係
	 電話０３（３５７８）２８２５　FAX０３（３５７８）２６７８

（16）だれでもスポーツ開
かいほうじぎょう
放事業� 身 知 精 難

●内
な い よ う

容	 港
みなとく

区スポーツセンターでは、障
しょうがい

害のある人
ひと

もない人
ひと

も誰
だれ

でもスポーツを
楽
たの

しめるように、毎
まいつき

月第
だい

２・４水
すいよう

曜午
ご ご

後５時
じ

30分
ぷん

～午
ご ご

後８時
じ

にサブア
リーナで障

しょうがいしゃ

害者スポーツの体
たいけんとう

験等を行
おこな

っています。
	 ただし、区

く

の主
しゅさいじぎょう

催事業や選
せんきょかいひょうじょかいせつとう

挙開票所開設等により、時
じ か ん

間の変
へんこう

更や中
ちゅうし

止とな
る場

ば あ い

合があります。
●対

た い し ょ う

象	 どなたでも　
	 ただし、障害のある人を優先します。
●利

りようほうほう

用方法	 個人登録証を発行しますので、手帳等をお持ちください。
	 登録対象は、次の（17）「区立施設等の利用料金および使用料の免除」

をご覧ください。
●所

し ょ ざ い ち

在 地	 芝浦1－16－1（みなとパーク芝浦内3～8階）港区スポーツセンター
●問

といあわ

合 せ	 港区スポーツセンター
	 電話０３（３４５２）４１５１　FAX０３（３４５２）４９２０

（17）区
く り つ し せ つ と う
立施設等の利

りようりょうきん
用料金および使

しようりょう
用料の免

めんじょ
除� 身 知 精 難

●内
な い よ う

容	 次
つぎ

の区
く な い し せ つ

内施設を利
り よ う

用するとき、利
りようりょうきん

用料金および使
しようりょう

用料が免
めんじょ

除になります。
	 ●対

た い し ょ う

象　区内在住で、次の手帳等をお持ちの人
	 ①身体障害者手帳　②愛の手帳　③精神障害者保健福祉手帳　④特定医

療費（指定難病）受給者証　⑤都医療券　⑥障害者総合支援法の対象と
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なる難病による障害支援区分認定通知書
●所

し ょ ざ い ち

在 地
施設名 所在地 電話 ＦＡＸ

港区スポーツセンター 芝浦 1－16－1（みなと
パーク芝浦内3～8階）03（3452）4151 03（3452）4920

芝公園多目的運動場
（夏季プール期間のみ） 芝公園 2－7－2 03（5733）0575 03（5733）0565
学校屋内プール

生涯学習スポー
ツ振興課　
スポーツ振興係
03（3578）2751

生涯学習スポー
ツ振興課　
スポーツ振興係
03（3578）2759

　港南小学校 港南 4－3－28
　本村小学校 南麻布 3－9－33
　御成門学園御成門中学校 西新橋 3－25－30
　高松中学校 高輪 1－16－25
　高陵中学校 西麻布 4－14－8
　赤坂学園赤坂中学校 赤坂 9－2－3
　お台場学園港陽中学校 台場 1－1－5
神明いきいきプラザ

（トレーニングルーム、ト
レーニングスペース）　　

浜松町 1－6－7 03（3436）2500 03（3436）2510

虎ノ門いきいきプラザ
（トレーニングルーム）　 　虎ノ門 1－21－10　 03（3539）2941 03（3539）2940
青山いきいきプラザ

（体育館） 南青山 2－16－5　 03（3403）2011 03（3403）3427
港南いきいきプラザ

港南 4－2－1　　 03（3450）9915 03（3450）9916（アクアルーム、トレーニ
ングルーム、浴室）
健康増進センター
※ 18 歳以上

赤坂 4－18－13　赤坂コ
ミュニティーぷらざ 6 階 03（5413）2717 03（5413）2718

●利
りようほうほう

用方法	 各施設にお問い合わせください。
●問

といあわ

合 せ	 各施設

（18）東
とうきょうとしょうがいしゃきゅうよう
京都障害者休養ホーム� 身 知 精

●内
な い よ う

容	 東
とうきょうと

京都が指
し て い

定する宿
しゅくはくしせつ

泊施設を利
り よ う

用した際
さい

の宿
しゅくはくりょうきん

泊料金の一
い ち ぶ

部を助
じょせい

成します。
ただし、本

ほんじぎょう

事業は予
よ さ ん

算の範
はんいない

囲内で助
じょせい

成することとし、利
り よ う

用の状
じょうきょう

況によっ
て利

りようじょせい

用助成を制
せいげん

限させて頂
いただ

くことがあります。
	 助

じょせいかいすう

成回数　年
ねんどない

度内（４月
がつ

１日
にち

から翌
よくねん

年３月
がつ

31日
にち

）２泊
はく

まで
	 助

じょせいきんがく

成金額　障
しょうがいしゃ

害者　大
お と な

人　6,490円
えん

まで　子
こ ど も

供　5,770円
えん

まで
	 　　　　　付

つきそいしゃ

添者　大
お と な

人　3,250円
えん

まで
●対

た い し ょ う

象	 ①都内に住所を有し、身体障害者手帳、愛の手帳または精神障害者保健福
祉手帳等の交付を受けている人（有効期限内であること。）。等級は問いません。

	 ②宿泊施設を利用するにあたり、障害者の日常生活動作等の介助を行え
る人で、利用者１名につき付添いの人１名も助成を受けられます（都内
在住の方に限りません。）。

●利
りようほうほう

用方法	 ①宿泊施設に予約します。
	 ②�予約後すぐに日本チャリティ協会に予約済みの連絡をし

ます。
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	 （助成の受付締切は、団体は利用日の３週間前、個人は利用
日の２週間前）

	 ③連絡の後、同会に所定の利用申込書を送ります。
	 ※パンフレット・利用申込書は、各総合支所区民課にあります。または、

東京都福祉局休養ホーム事業のWebサイトからダウンロードできます。
●問

といあわ

合 せ	 	公益財団法人 日本チャリティ協会
	 〒160-0022　新宿区新宿1－18－12　柳田ビル3階
	 電話０３（３３５３）５９４２　FAX０３（３３５９）７９６４

（19）選
せんきょせいど
挙制度� 身

①代
だいりとうひょうせいど

理投票制度
●内

な い よ う

容	 各
かくとうひょうじょ

投票所で本
ほんにん

人に代
か

わって、投
とうひょうじょ

票所の係
かかりいん

員が代
だいひつ

筆します。
●対

た い し ょ う

象	 体が不自由で代理投票を希望する人
●利

りようほうほう

用方法	 投票所で係員にお声がけください。
②点

てんじとうひょうせいど

字投票制度
●内

な い よ う

容	 各
かくとうひょうじょ

投票所で点
て ん じ

字投
とうひょう

票ができます。
●対

た い し ょ う

象	 視覚障害者で点字投票を希望する人
●利

りようほうほう

用方法	 投票所で係員にお声がけください。
※�必要な人には、「投票所入場整理券」に点字シールを貼り、他の郵便と区別するサー

ビスを実施しています。
③郵

ゆうびん

便等
とう

による不
ふざいしゃとうひょうせいど

在者投票制度
●内

な い よ う

容	 障
しょうがい

害等
とう

で投
とうひょうじょ

票所に行
い

くことが困
こんなん

難な人
ひと

は、自
じ た く

宅等
とう

で投
とうひょう

票（郵
ゆうびんとう

便等による
不
ふざいしゃとうひょう

在者投票）ができます。事
じ ぜ ん

前に登
とうろくてつづ

録手続きが必
ひつよう

要です。	
●対

た い し ょ う

象	 身体障害者手帳、戦傷病者手帳、介護保険被保険者証をお持ちの人で、
次の要件に該当する人

手帳・被保険者証
区分

対象等級および
要介護度 障害名（障害の部位）

身体障害者
手帳

1 級・2 級 両下肢・体幹・移動機能の障害

1 級・3 級 心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう・直
腸・小腸の障害

1 級～ 3 級 免疫・肝臓の障害

戦傷病者手帳
特別項症～
第 2 項症 両下肢・体幹の障害

特別項症～
第 3 項症

心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう・直
腸・小腸・肝臓の障害

介護保険
被保険者証 要介護 5

	
	 代

だ い り き さ い せ い ど

理記載制度：郵便等による不在者投票制度に該当する人で、次に該当
する人は、あらかじめ届け出た代理記載人が、本人に代わって記載する
ことができます。
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手帳区分 対象等級 障害名（障害の部位）
身体障害者

手帳 1 級
上肢・視覚の障害

戦傷病者手帳 特別項症～
第 2 項症

●利
りようほうほう

用方法	 事前に郵便等投票証明書交付申請書等の書類を提出し、郵便等投票証明
書の交付を受ける必要があります。

	 ※�申請書は、区ホームページからダウンロードしていただくか、港区選
挙管理委員会事務局にお問い合わせください。

●問
といあわ

合 せ	 港区選挙管理委員会事務局
	 電話03（3578）2765～2769　FAX03（3578）2774

（20）図
と し ょ か ん
書館の宅

たくはい
配サービス� 身

●内
な い よ う

容	 図
と し ょ か ん

書館への来
らいかん

館が困
こんなん

難な人
ひと

へ、図
と し ょ か ん

書館で所
しょぞう

蔵している本
ほん

、雑
ざ っ し

誌、CD、
DVDを郵

ゆうそう

送によりご自
じ た く

宅へお届
とど

けします。
●対

た い し ょ う

象	� 区内在住で、障害や高齢等により図書館への来館が困難な人で次の①～
⑤のいずれかに該当する人

	 ①肢体不自由1・2級、内部障害1～3級の身体障害者手帳をお持ちの人
	 ②要介護認定1～5を受けている人
	 ③区内の高齢者施設等に入所している人
	 ④�母子健康手帳を発行された妊婦または出産した月から1年後の月の前

月末日までの産婦
	 ⑤負傷または疾病により外出に支障がある人
●利

りようほうほう

用方法	 図書館の利用登録と宅配サービス利用登録が必要です。電子申請、また
は郵送により手続きができます。電子申請の場合は、図書館のホームペー
ジから申請してください。郵送の場合は、三田図書館へお電話ください。

〈ホームページアドレス〉
	 https://www.lib-minato.jp/guide/guide7.html

	 登録後はインターネット、FAX、電話等で予約を受け、準備ができ次第、
郵送します。

	 利用回数は月１回です。貸出冊数は本・雑誌合わせて15冊まで、CDは
５タイトル、DVDは２タイトルまでです。

●問
といあわ

合 せ	 区立三田図書館
	 〒108-0014　港区芝５－36－４
	 電話０３（３４５２）４９５１　FAX０３（３７６９）２３６３
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（21）港
みなとく
区バリアフリーマップ� 身

●内
な い よ う

容	 港
みなとく

区バリアフリーマップは、高
こうれいしゃ

齢者、障
しょうがいしゃ

害者、乳
にゅうようじ

幼児をお連
つ

れの人
ひと

など
が安

あんしん

心して外
がいしゅつ

出できるよう、区
く な い

内の公
こうきょう

共施
し せ つ

設や交
こうつう

通施
し せ つ

設、公
こうえん

園、公
こうしゅう

衆
トイレなどのバリアフリー設

せ つ び

備情
じょうほう

報をまとめたオンラインのマップで、
住
じゅうしょ

所やバリアフリー対
たいおう

応の設
せ つ び

備別
べつ

の検
けんさく

索をすることができます。 また、
パソコン、スマートフォン、携

けいたい

帯電
で ん わ

話に対
たいおう

応しており、それぞれ日
に ほ ん ご

本語
版
ばん

、英
え い ご

語版
ばん

をご用
よ う い

意しています。利
り よ う

用端
たんまつ

末および言
げ ん ご

語を選
えら

んで、以
い か

下の
URLまたはQRコードからご利

り よ う

用ください。
	 〈ホームページアドレス〉
	 https://www.city.minato.tokyo.jp/hofukukanri/kenko/fukushi/

shogaisha/hibakusha/bf-townmap.html
	 〈QRコード〉

●問
といあわ

合 せ	 保健福祉支援部　保健福祉課　地域福祉支援係
	 電話０３（３５７８）２３７８　FAX０３（３５７８）２３９８

（22）みなと障
しょうがいしゃしえん
害者支援アプリ

●内
な い よ う

容	 区
く

からのお知
し

らせ（各
かくしゅ

種手
て あ て

当の手
て つ づ

続き、イベント情
じょうほう

報等
とう

）をプッシュ型
がた

で配
はいしん

信しています。アプリでは情
じょうほう

報受
じゅしん

信・閲
えつらん

覧のほか、電
で ん し ば ん

子版障
しょうがいしゃ

害者
手
てちょう

帳との連
れんけい

携や障
しょうがいしゃ

害者のためのサービス一
いちらん

覧の閲
えつらん

覧ができます。
	 ※電

でんしばん

子版障
しょうがいしゃ

害者手
てちょう

帳の利
り よ う

用に当
あ

たっては、別
べ っ と

途、電
でんしばん

子版障
しょうがいしゃ

害者手
てちょう

帳
	 （ミライロＩ

アイディー

Ｄ）の登
とうろく

録が必
ひつよう

要です。
●対

た い し ょ う

象	 どなたでも
●利

りようほうほう

用方法	 各スマートフォンアプリストアからダウンロード可能です。
　	 ①Androidスマートフォンの人　　　②iPhoneの人
	 　Google Play　　　　　　　　　　　App Store

	 二次元コードをスマートフォンで読み取ると、各スマートフォンアプリ
ストアのページをご覧いただけます。

●問
といあわ

合 せ	 保健福祉支援部　障害者福祉課　障害者福祉係
	 電話０３（３５７８）２６７０　FAX０３（３５７８）２６７８


